
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
収容端を有するグランド本体（１）と、該グランド本体（１）の収容端内に収容させる外
側の円筒体（１７）とグランド本体（１）を貫通するケーブルに接触係合させるため内側
に延伸させた隔壁（２１）とを有する封止体（２）と、該封止体（２）の隔壁（２１）を
支持するための支持部材（３）とを備え、組立てたケーブルグランド内に支持部材（３）
を隔壁（２１）と共に位置決めするために接合端を有する中空状挿入体（４）をグランド
本体（１）の収容端に関して軸線方向に位置決めするように配設し、隔壁（２１）が挿入
体（４）の接合端から離れている端部の方向から高い圧力を受けた時に隔壁（２１）とケ
ーブルとの係合を保持させるために支持部材（３） 挿入体（４）の接合端から離れる
方向において ことを特徴とす
るケーブルグランド。
【請求項２】
内側に延伸させた隔壁（２１）をグランド本体（１）の収容端の方向に向かって傾斜させ
、支持部材（３）を隔壁と同様の形状にしたことを特徴とする請求項１に記載のケーブル
グランド。
【請求項３】
内側に延伸させた隔壁（２１）には中心開口部（２３）を形成すると共に中心開口部（２
３）の端縁から軸線方向に延伸するスリーブ（２２）を備えたことを特徴とする請求項１
または請求項２に記載のケーブルグランド。
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【請求項４】
支持部材（３）には隔壁の開口部（２３）と整列したケーブル用の中心孔（２５）を備え
、中心孔（２５）には各種の寸法のケーブルを収容させるために該中心孔（２５）を弾性
的に変形可能にしたことを特徴とする請求項３に記載のケーブルグランド。
【請求項５】
封止体（２）の円筒体（１７）を軸線方向に圧縮させないように封止体（２）と支持部材
（３）とをグランド本体（１）内に位置決めさせて保持する挿入体（４）を設けたことを
特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のケーブルグランド。
【請求項６】
押込みナット（６）をグランド本体（１）に螺合させることによりグランド本体（１）に
関し軸線方向に位置決めされた挿入体（４）が封止体（２）と支持部材（３）とをグラン
ド本体（１）の収容端に形成した端ぐり（１８）内に位置決めさせて保持することを特徴
とする請求項５に記載のケーブルグランド。
【請求項７】
支持部材（３）を円筒体（１７）内に位置決めさせ、封止体（２）を内側の支持部材（３
）と共に挿入体（４）上に取付けたことを特徴とする請求項６に記載のケーブルグランド
。
【請求項８】
封止体（２）と内側の支持部材（３）とを位置決めして保持するため円筒体（１７）と挿
入体（４）には協働して互いに係合可能な形状体（３７，３８）を備え、支持部材（３）
を封止体の円筒体（１７）内に位置決めして保持するための支持部材（３）と挿入体（４
）には協働して互いに係合可能な形状体（３９，４０）を備えたことを特徴とする請求項
７に記載のケーブルグランド。
【請求項９】
押込みナット（６）がグランド本体（１）に螺合されて締付けられた時に、ケーブルの外
装体を締付けるために挿入体（４）には封止体（２）から離れている端部に、締付けリン
グ（５）のテーパー付き内側締付け面（５ｂ，５ｂ′）と連動するよう配置させたテーパ
ー付き外側締付け面（４ｂ）を備え、異なる厚さのケーブルの外装体を収容させるために
テーパー付き外側締付け面（４ｂ）に向けて２つの対向する傾斜テーパー付き内側締付け
面（５ｂ，５ｂ′）の片方を位置決めするため締付けリング（５）を逆転可能にしたこと
を特徴とする請求項６乃至８のいずれか１項に記載のケーブルグランド。
【請求項１０】
押込みナット（６）とグランド本体（１）の一方に取付けた外側保護用シール（１６）を
押込みナット（６）がグランド本体（１）に係合された時に、押込みナット（６）とグラ
ンド本体（１）の残りの他方の円筒状表面に回転自在かつ摺動自在に係合させることを特
徴とする請求項９に記載のケーブルグランド。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明はケーブルや電線を接続箱またはその他の電気取付部材または電気装置に接続する
ためのケーブルグランドに関するものである。
【０００２】
ケーブルグランドは特に危険な環境において安全性を増大させるため接続箱に対するケー
ブルの入口を封止するために一般に使用され、接続箱内で発生する爆発を抑制するため火
災防止機能を備えている。
【０００３】
【従来の技術】
公知のケーブルグランドの封止体は通常圧縮形式の封止体から形成され、封止体は、ケー
ブルグランドの２つの螺合部材の互いの回転によりケーブルに向けて半径方向に圧縮され
るようになている。このような封止体の有効性は２つのグランド部材が十分に係合してい
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ない場合、または間違った寸法の封止体が取付けられている場合には全く逆効果を生じる
ことになる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は有効に封止するためにグランドのねじ螺合部材の互いの回転に依存しない
電気ケーブル用のケーブルグランドを提供することにある。
【０００５】
本発明の他の目的は高い圧力において、たとえば危険な環境における爆発状態下でも有効
な封止を維持することができるケーブルグランドを提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明における電気ケーブル用のケーブルグランドはケーブルが貫通して延伸するグラン
ド本体と、該グランド本体内に収容させる封止体とから構成し、封止体にはケーブルの外
面を封止係合するように配置させた内側方向に延伸する内側部分を備え、該内側部分には
封止体の片側に増大した圧力下において封止係合を維持できる支持部材を備えたものであ
る。
【０００７】
支持部材を配設させたことにより、封止体の内側部分は増大した圧力下において、たとえ
ばグランドを固定させる接続箱あるいはその他の取付部材内における爆発後にも逆動しな
いようになっている。
【０００８】
前記内側部分はケーブルの回りを封止するように配置させた開口部付きの隔壁から構成さ
れている。
【０００９】
隔壁はグランド本体の方向に向かって、即ちグランド本体の収容端の方向に向かって傾斜
させてある。この方法において、ケーブルの挿入は容易になり、開口部は特定の範囲内に
おいてケーブルの異なる寸法に弾性的に変形させることができる。
【００１０】
隔壁の開口部はケーブルの外面を強く封止するため軸線方向に延伸している。たとえば隔
壁の内側周縁は軸線方向に延伸するスリーブで終端させることができる。
【００１１】
支持部材は隔壁と同じ形状をなし、隔壁の開口部と整列する中心孔を備え、該中心孔を通
ってケーブルが延伸する。
【００１２】
中心孔は変形されていない状態の隔壁の開口部の直径より大きく形成され、ケーブルの異
なる寸法に弾性的に適合できるようになっている。たとえば、前記支持部材は弾性舌片を
形成するため中心孔の周縁から延伸する半径方向の切り目を有している。
【００１３】
支持部材は隔壁と別のものに、あるいは隔壁と一体のものに形成することができる。たと
えば、支持部材は隔壁に接着させることができる。
【００１４】
封止体は、弾性材料から形成され、支持部材はプラスチックから形成させることが好まし
い。たとえば封止体はゴムまたはネオプレンから形成し、支持部材はナイロンまたはポリ
エステルから形成することができる。
【００１５】
封止体はグランド本体の内側接合部と支持部材の後方のグランド本体に収容される管状挿
入体との間に軸線方向に配置された円筒体を備えている。
【００１６】
挿入体は封止体が組立てたグランドにおいて軸線方向に実質的に圧縮されないようにグラ
ンド本体に対し軸線方向に配置されている。
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【００１７】
隔壁は封止体の外端に設けられ、支持部材は隔壁の外側後方に配置されている。
【００１８】
変形例として、隔壁は封止体の内端に配設されており、支持部材は隔壁の内側後方に配置
されている。
【００１９】
封止体と内側支持部材は挿入体上に取付けることができる。たとえば、封止体は挿入体上
で対立係合することができ、封止体と挿入体は封止体を軸線方向に配置して保持するため
に連動して互いに係合する構造を備えている。
【００２０】
内側支持部材と挿入体は支持部材を隔壁に対して中心に位置決めさせるために連動して互
いに係合する構造を備えている。
【００２１】
挿入体はグランド本体とねじ込み係合させることができる押込みナットにより保持されて
いる。ねじ連接部はグランド本体及び押込みナットの一方に取付けそしてグランド本体及
び押込みナットの他方の円筒状部分に摺動可能かつ回転可能に係合させるように配置させ
た外側保護用シールで被覆されている。
【００２２】
挿入体はケーブルの外装体を固定させるために締付けリングのテーパー付き内側締付け面
と連動するテーパー付き外側締付け面を備えている。前記テーパー付き外側締付け面は平
坦面か、あるいは粗面に、たとえば刻み付き面にすることもできる。
【００２３】
締付けリングはケーブルの外装体の異なる厚さを収容させるためにテーパー付き外側締付
け面に向けて２つの対向する方向に傾斜するテーパー付き内側締付け面の一方を配置させ
るために返転可能になっている。
【００２４】
【実施例】
図１乃至図４に示したケーブルグランドの構成部材はグランド本体１と、環状封止体２と
、封止体用支持部材３と、挿入体４と、締付けリング５と、押込みナット６と、別の環状
封止体７と、座金８と、後部ナット９とから成っている。これらの構成部材のすべては電
気的絶縁材料の外側外装体と、１つ又はそれ以上の導線を取囲む電気的絶縁材料の内側外
装体との間に配置された金属被覆を有する形式の電気ケーブル（図示せず）の回りに同軸
的に組立てることができるように配置させてある。
【００２５】
グランド本体１はおのおの挿入端と収容端に直径が異なる外側ねじ山１０，１１を備え、
外側ねじ山１０は接続箱またはその他の電気用取付部品内のねじ込み孔（図示せず）と、
そして外側ねじ山１１は押込みナット６の一端にある内側ねじ山１２とそれぞれ螺合させ
るようにしてある。
【００２６】
外側ねじ山１０と１１との間のグランド本体１には六角フランジ１３を備え、該六角フラ
ンジ１３をスパナー又は同様の工具でグランド本体１を回転させて螺合させ、グランド本
体の組立てと据付を行う。フランジ１３の片側には環状切欠部１４を備えると共に他側に
は凹形状断面の溝１５を設けてある。
【００２７】
接続箱に設けた孔の回りを封止するための封止部材（図示せず）は切欠部１４に取付けら
れ、図９に示すように保護用シール１６はグランド本体１と押込みナット６との間のねじ
接続を封止するために溝１５に取付けられている。両封止部材は弾性エラストマー材料、
たとえば、ゴム、ネオプレン、シリコンまたは同様の材料で形成されている。
【００２８】
保護用シール１６はグランド本体１の収容端上に形成した外側ねじ山１１上の半径方向の
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隙間に延伸して、押込ナット６の端部に形成した円筒状外面６ａと回転自在かつ摺動自在
に係合する内側に延伸する封止リップ１６ａで終端している。
【００２９】
保護用シール１６は取付け時に使用者に目視表示を備え、水が外側ねじ山１１と内側ねじ
山１２に沿って侵入するのを防止し、ケーブル外装体の腐食事故の発生を軽減する。更に
、保護用シール１６はケーブル外装体の検査のため必要に応じてグランド本体１から離脱
させかつ組立させることを可能にする。
【００３０】
環状封止体２はエラストマー材料、たとえばネオプレンもしくはシリコンで形成され、そ
してグランド本体１の収容端の端ぐり１８に密着嵌合する円筒体１７を有している。
【００３１】
組立てたグランドにおいて、円筒体１７の一端はグランド本体１の挿入端において小さい
直径の出口孔２０に連結している端ぐり１８の内端の肩部１９に対して着座する。
【００３２】
円筒体１７の他端はグランド本体１の出口内孔２０と同軸でその直径よりも小さい直径の
中央開口部２３を形成している軸線方向に延伸するリップもしくはスリーブ２２で終る内
側に延伸する隔壁２１を備えている。隔壁２１の外側部分２１ａは半径方向に延伸し、そ
して切頭円錐形の内側部分２１ｂが出口孔２０に向かって半径方向かつ軸線方向に延伸し
ている。
【００３３】
封止体２用の支持部材３はプラスチックたとえばナイロンまたはポリエステルから形成さ
れ、そして変形していない状態で隔壁２１と同様の形状をなす支持板２４からなり、該支
持板２４は端ぐり１８内に密着嵌合する外側部分２４ａと、切頭円錐形の内側部分２４ｂ
とを有する。
【００３４】
組立てたグランドにおいて、支持板２４はグランド本体１の収容端において隔壁２１の後
側に位置し、隔壁２１の中心開口部２３と同軸であってかつ僅かに大きい直径を有する中
心孔２５を有している。
【００３５】
支持板２４の切頭円錐形の内側部分２４ｂは複数の弾性舌片２６を形成させるように半径
方向切り目２５ａを形成してあり、該弾性舌片２６は異なる直径のケーブル内側外装体を
収容するために孔２５の大きさを変えるため変形できる。
【００３６】
挿入体４はその一端の接合端側に端ぐり１８内に嵌挿される円筒状外面４ａを有し、他端
側には切頭円錐形の外側締付け面４ｂを形成するために外側カラー部２７から自由端に向
けてテーパーをつけてある。
【００３７】
組立てたグランドにおいて、封止体２と支持板２４は挿入体４の接合端により端ぐり１８
内に保持され、挿入体４はその接合端を封止体２から隔れている側において板２４の外側
部分２４ａに係合させ、カラー部２７をグランド本体１の端部に係合させることにより軸
線方向に位置決めされるので、封止体２は実質的に圧縮されることはない。
【００３８】
締付けリング５は押込みナット６の端ぐり２８内に密着嵌合する円筒状外面５ａと、該締
付けリング５の両端に向かってテーパーをつけた切頭円錐形の２つの内側締付け面５ｂ，
５ｂ′とを有している。内側締付け面５ｂ，５ｂ′は異なる軸線方向の長さからなってお
り、そして挿入体４の外側締付け面４ｂに対して同様の形状にしてある。
【００３９】
組立てたグランドにおいて、リング５は端ぐり２８の内端において肩部２９に対して着座
し、内側締付け面５ｂ，５ｂ′の選択された片方が挿入体４の外側締付け面４ｂと係合す
るよう配置され、内側締付け面５ｂ，５ｂ´と外側締付け面４ｂとの間にケーブル外装体
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を締め付ける。
【００４０】
リング５を逆にすることにより、挿入体４の締付け面４ｂとリング５の締付け面５ｂ，５
ｂ′との間の環状間隙３０の寸法が調整でき、特定の範囲内において厚さの異なる外装体
を収容させることができ、ケーブル外装体の厚さが異なるたびに必要とする異なる他の組
の正確に寸法決めされた締付け部材を予め使用することができる。
【００４１】
押込みナット６の他端は外側ねじ山３１を有し、該外側ねじ山３１は後部ナット９の片側
の端部に形成した内側ねじ山３２と螺合されるようになっている。
【００４２】
円筒状外面６ａと外側ねじ山３１との間の押込みナット６には外側六角フランジ３３が備
られ、スパナー又は同様の工具を該六角フランジ３３に係合させて押込みナット６をグラ
ンドの組立と取付け中に回転させてリング５を挿入体４に向かって移動させ、ケーブル外
装体を締付け面５ｂまたは５ｂ′と締付け面４ｂとの間に締付ける。
【００４３】
後部ナット９は内側環状凹部３４を備え、該凹部３４内に封止体７と座金８を嵌挿し、座
金８を内側ねじ山３２から隔れた他端部において内側肩部３５に対して着座させる。
【００４４】
封止体７はエラストマー材料、たとえばネオプレンもしくはシリコンから形成され、後部
ナット９はスパナーのような工具により係合できる六角体３６を備え、後部ナット９をグ
ランドの組立と取付け中に回転させ、封止体７を軸線方向かつ半径方向に圧縮し、ケーブ
ル外側外装体を支持する。
【００４５】
ケーブルを接続箱に接続するための上述したケーブルグランドの使用において、内側に備
えた封止体７と座金８を有する後部ナット９に共に該後部ナット９と弛く螺合させた押込
みナット６を一緒にケーブルの端部上に摺動させる。
【００４６】
締付けリング５も挿入体４と連動させて所望の方向でケーブルの端部上に摺動させ、ケー
ブル外側外装体を刈り込んでケーブル外装と内側外装体を露出させる。
【００４７】
ケーブル外装をその後必要の長さに切断し、挿入体４を内側外装体上に摺動させて、外装
を挿入体４の締付け面４ｂとリング５の締付け面５ｂ′との間に位置決めする。
【００４８】
内側に内装させた封止体２と支持板２４とを有しかつ外側に装着した保護用シール１６を
有するグランド本体１を内側外装体上に摺動させて挿入体４の端部を収容し、そして押込
みナット６と弛く螺合させる。
【００４９】
グランド本体１の他端をその後接続箱の開口部に挿入し、そしてそこに固定し、また押込
みナット６と後部ナット９とを締め付けて、ケーブルの外装体を締付け、そして外側外装
体を封止する。
【００５０】
ケーブルの内側外装体は支持板２４によりグランド本体１の入口側に支持されている隔壁
２１のスリーブ２２により封止される。
【００５１】
その結果、封止スリーブ２２は接続箱内で発生する爆発の場合に吹き戻されないようにな
っていて、高圧たとえば最高４５０ｐｓｉでも完全な封止が間違いなく維持できる。
【００５２】
グランド本体１と押込みナット６との相互回転は封止体２を圧縮させるものではなく、ま
た封止体２の効率は組立中に押込みナット６を締付ける程度では影響されない。
【００５３】
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更に、封止体２と支持板２４は隔壁２１の弾性構造と弾性舌片２６の変形とにより異なる
直径の内側外装を特定の範囲内で収容させることができる。
【００５４】
その結果、各ケーブルの寸法が予め正確な寸法の封止体を必要とし、その結果、間違った
寸法の封止体の嵌込みによって不適当な組合わせと不十分な封止の問題を有していたが、
一定の範囲の寸法のケーブルを収容するために、上述の封止体２と板２４が所定寸法のケ
ーブルグランドに使用され得る。
【００５５】
図５乃至図７には、図１乃至図４の実施例と同様のケーブルグランドの第２実施例が示さ
れ、第２実施例には第１実施例のものと同じ部材には同じ符号を用いて示してある。
【００５６】
第２実施例において、封止体２と支持部材３の組立は隔壁２１を封止体２の円筒体１７の
内端に配設し、支持板２４を円筒体１７内において隔壁２１の後方の入口側に位置させた
点で異なっている。
【００５７】
隔壁２１から離れている円筒体１７の他端には内側フランジ３７が形成され、該内側フラ
ンジ３７は支持板２４を有する封止体２を所定位置に位置させかつ保持させるためにカラ
ー部２７に隣接する挿入体４の円筒状外面４ａ内に形成された環状溝３８に収容されてい
る。
【００５８】
支持板２４は外周縁に円周方向に延伸する軸線方向の突起３９を有し、該突起３９は組立
てられたグランドにおいて支持板４を中心に位置決めさせるため挿入体４の接合端に形成
した環状凹部４０に収容されている。
【００５９】
この方法において、封止体２の円筒体１７はグランド本体１の端ぐり１８の内側に支持さ
れそして支持板２４は隔壁２１に関連して正確に配置される。
【００６０】
図８は、図５乃至図７のものと同様のケーブルグランドの第３実施例が示され、第３実施
例において同じ部材は同じ符号を用いて示してある。
【００６１】
第３実施例において、支持板２４を有する封止体２は円筒体１７の外端を挿入体４の外面
４ａ上の円周方向に延伸するリブ４１上に係合させることにより保持され、封止体２の円
筒体１７はリブ４１と端ぐり１８の内面との間で半径方向に圧縮され、それにより組立グ
ランドにおいて封止効率を向上させる。
【００６２】
変形例において、円筒体１７はリブ４１の位置付けを助けるために環状目印を内面に設け
ることができる。更に、リブ４１は封止体２を第２実施例と同様の方法で定着しかつ保持
するために円筒体１７の内面に形成した溝に収容させることもできる。
【００６３】
本発明は上述した実施例に限定するものではなく、たとえば、封止体と支持板は当業者に
周知のごとく、外装を有するケーブル用及び外装を有しないケーブル用のグランドに配設
できる。
【００６４】
隔壁と支持板の寸法は支持板が一般に変形していない状態で隔壁に合致する同一形状であ
ることが好ましいが、適当であればどんな大きさ及び形状でも差し支えない。
【００６５】
支持板はプラスチック、金属又は他の適当な材料から形成でき、また実施例のとおり封止
体とは別の材料にすることができ、又は封止体と一体の部材にすることもできる。たとえ
ば、支持板は封止体の構成中あるいは構成後に封止体に接着させることができる。従って
、封止体は典型的な例としてモールディングとして形成でき、支持板をモールディング中
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に位置決めさせることもできる。
【００６６】
最後に、用語「ケーブル」は便宜的に使用され、ケーブル、ワイヤー、パイプ、チューブ
、その他の細長い部材を含むものとし、本発明の範囲はそのように解釈するものとする。
【００６７】
【発明の効果】
本発明のケーブルグランドは上述した構成であるからケーブルを簡単且つ迅速に挿入でき
、接続箱又は電気機械器具のケーブルの入口を確実に封止し、封止体を変形させることに
よりケーブルに圧接させることができ、高圧においても封止効率を維持させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるケーブルグランドの第１実施例の長手方向縦断面図である。
【図２】図１に示したグランドの構成部材の分解断面図である。
【図３】図１に示したケーブルグランドの構成部材の分解斜視図である。
【図４】図１、図２及び図３に示した封止体と支持板の端面図である。
【図５】本発明によるケーブルグランドの第２実施例の長手方向縦断面図である。
【図６】図５に示したグランドの構成部材の分解断面図である。
【図７】図５に示したケーブルグランドの構成部材の分解斜視図である。
【図８】本発明によるケーブルグランドの第３実施例の構成部材の分解斜視図である。
【図９】外側保護用シールを嵌込んだ本発明によるケーブルグランドの一部分の長手方向
縦断面図である。
【符号の説明】
１　　　グランド本体
２　　　環状封止体
３　　　封止体の支持部材
４　　　挿入体
４ａ　　円筒状外面
４ｂ　　外側締付け面
５　　　締付けリング
５ａ　　円筒状外面
５ｂ　　内側締付け面
５ｂ′　対向締付け面
６　　　押込みナット
６ａ　　円筒状外面
６ｂ　　円筒状外面
７　　　環状封止体
８　　　座金
９　　　後部ナット
１０　　外側ねじ山
１１　　外側ねじ山
１２　　内側ねじ山
１３　　外側六角フランジ
１４　　環状切欠部
１５　　溝
１６　　保護用シール
１６ａ　封止リップ
１７　　円筒体
１８　　端ぐり
１９　　肩部
２０　　出口内孔
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２１　　隔壁
２１ａ　外側部分
２１ｂ　切頭円錐形内側部分
２２　　スリーブ
２３　　中心開口部
２４　　支持板
２４ａ　外側部分
２４ｂ　切頭円錐形内側部分
２５　　中心孔
２５ａ　半径方向切り目
２６　　弾性舌片
２７　　外側顎部
２８　　端ぐり
２９　　肩部
３０　　間隙
３１　　外側ねじ山
３２　　内側ねじ山
３３　　外側六角フランジ
３４　　内側凹部
３５　　肩部
３６　　六角フランジ
３７　　内側フランジ
３８　　環状溝
３９　　突起
４０　　環状凹部
４１　　リブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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